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今
年
の
夏
の
節
電
対
策
の

実
際
の
数
字
が
十
月
に
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
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結
果
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と

の
方
が
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き

く
０
電
力
に
十
分
余
裕
が
あ

た
」
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

・
「大
飯
原
発
の
再
稼
働
が

，
な
け
れ
ば
、
計
画
停
電
に
な

一る
」
と
、
国
民
を
脅
し
た
国

．や
関
西
電
力
、
そ
し
て
、
再

一
稼
働
を
容
認
し
た
井
戸
敏
三

・兵
庫
県
知
事
に
と

つ
て
、
自

一ら
の
判
断
が
ど
う
だ

っ
た
の

一か
（
反
省
す
べ
き
現
実
を
つ

き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
Ю

・
し
か
し
、
丼
戸
知
事
は
、

「今
年
の
夏
、
（電
力
）
需
給

に
余
裕
が
で
き
た
の
は
、
昨

年
を
上
回
る
節
電
や
供
給
が

う
ま
く
い

っ
た
た
め
、
結
果

的
に
そ
う
な

つ
た
」
、
「大
飯

原
発
の
再
稼
働
が
な
く
、
供

給
力
が
当
初
の
想
定
の
ま
ま

だ

っ
た
ら
、
十
九
日
間
の
計

画
停
電
に
陥

っ
て
い
た
六
十

月
二
日
、
杉
本
ち
さ
と
県
議

の

一
般
質
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へ
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弁
）
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述
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ま
し
た
「
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今
回
電
力
が
供
給
で
き
た

の
は
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ま
た
ま
」
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五

月
当
初
に
想
定
し
た
供
給
力

で
は
、
足
ら
な
か

っ
た
ず
定

着
し
た
節
電
で
は
な
い
か
も
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し
れ
な
い
と
い
う
喜
口い
訳
」

で
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。

当
初
の
想
定
自
体
、
「需
要

が
大
き
す
ぎ
、
供
給
力
が
小

さ
す
ぎ
る
早
と
指
摘
さ
れ
、

原
発
再
稼
働
の
た
め
の
計
算

で
は
な
い
か
と
批
判
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回

の
リ
ア
ル
な
数
字
の
実
績
に

対
し
て
も
↓
当
初
の
想
定
で

は
、
こ
う
だ

っ
た
」
と
い
う

言
い
訳
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原
発
再
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働
に

道
を
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開
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国
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は
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あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ

た
姿
勢
で
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知
事
は
記
者

会
見
で
↓
原
発
を
や
め
る
と

電
気
代
が
上
が
り
企
業
が
海

外
に
い
っ
て
し
ま
う
Ｌ
経
済

界
は
国
民
で
は
な
い
と
い
う

扱
い
は
お
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し
い
」
と
、
経

済
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を
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弁
し
て
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の
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発
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の
か
と
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感
を
募

ら
せ
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六
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付
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戸
新
聞
し

と
報
道
さ

れ
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企
業
の
い
い
と
こ
取

り
に
な
る
」
と
い
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地
元
住

民
の
声
が
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介
さ
れ
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い
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よ
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っ
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果
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あ
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問
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さ
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ま
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。
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